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節目につどう仲間たち

大田市二十歳のつどい



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
令
和
５
年
の
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
大
き
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
北
京
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
平
和
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
始
ま
り
、

世
界
中
が
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

犠
牲
と
な
ら
れ
た
か
た
が
た
に
慎
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス

コ
の
「
平
和
と
人
権
尊
重
」
の
精
神
に
基

づ
く
行
政
を
推
進
す
る
本
市
と
し
て
も
、

１
日
も
早
い
平
和
的
解
決
を
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
侵
攻
は
、
世
界
経
済
の
衰
退
、
原

油
価
格
や
物
価
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、

大
田
市
に
お
い
て
も
、
３
年
目
と
な
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
あ
わ
せ
、

市
民
生
活
や
事
業
経
営
に
影
響
が
及
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
や
県
と
連
携
を
図
り
、

迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
田
市
に
と
り
ま
し
て
は
、
石
見
銀
山

遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
15
周
年
と
な
る
節

目
の
年
で
し
た
。
記
念
行
事
で
は
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
財
産
を
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
未
来
へ
引
き
継
ぐ
機
運
を
高
め
る
と
と

も
に
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
意
義

を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
９

（
２
０
２
７
）
年
に
は
、
世
界
遺
産
登
録

20
周
年
、
石
見
銀
山
発
見
５
０
０
年
、
そ

し
て
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

選
定
40
周
年
と
、
節
目
の
年
が
重
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
保
存

と
活
用
の
あ
り
方
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
月
に
は
、
道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」

が
開
業
し
ま
し
た
。
石
見
神
楽
の
定
期
公

演
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
「
あ
な

ご
」
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
地
場

産
品
の
販
売
な
ど
、
大
田
市
の
魅
力
を
発

信
し
、
来
場
者
は
ま
も
な
く
15
万
人
に
達

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
大
田
市
駅
前
周

辺
東
側
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工
事
に
も

着
手
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
南
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利
活
用

と
併
せ
て
、
駅
周
辺
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
県
内
外
か
ら
多

く
の
人
に
大
田
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
石
見
銀
山
遺
跡
や
三
瓶
山
を
は
じ

め
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
に
磨
き
を
か
け
、

さ
ら
に
多
く
の
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
山
陰
道
の
大
田
・

仁
摩
間
が
開
通
し
、
大
田
朝
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
石
見
福
光
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
が
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
令

和
６
年
度
に
は
、
出
雲
・
多
伎
間
が
開
通

し
、
大
田
市
が
よ
う
や
く
全
国
の
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
面
に

お
い
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
よ
う
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
田
市
の
大
き
な
課
題
は
、
若
者
の
市

外
流
出
と
そ
れ
に
伴
う
出
生
数
の
減
少
で

す
。
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
、

そ
し
て
職
場
を
創
出
す
る
た
め
、
社
会
資

本
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
多
様
な
企
業
の

誘
致
や
大
田
市
の
未
来
を
担
う
若
者
の
起

業
・
創
業
支
援
、
市
内
企
業
の
活
性
化
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
、

何
と
か
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

５
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
、「
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
み
ん
な
が
夢

を
抱
け
る
ま
ち
〝
お
お
だ
〟」
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
り
あ
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年のごあいさつ
大田市長　楫野弘和

干
支
の
置
物　

ウ
サ
ギ

温
泉
津
や
き
も
の
館
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大
田
町
出
身
で
、
長
年
、
柔
道

の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
数
々
の

国
際
大
会
で
活
躍
さ
れ
た
大
野
陽

子
さ
ん
（
コ
マ
ツ
）
が
、
12
月
16

日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
引
退
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
大
野
さ
ん
の
活
躍
で

大
田
市
を
元
気
づ
け
て
い
た
だ
い

た
。
引
退
は
寂
し
く
も
あ
り
、
残

念
で
も
あ
る
が
、
精
一
杯
、
こ
れ

ま
で
世
界
で
戦
っ
て
こ
ら
れ
た
大

野
さ
ん
が
決
断
さ
れ
た
こ
と
。
本

当
に
長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

す
ご
い
！

　

大
野
さ
ん
は
、
一
試
合
も
負
け

ら
れ
な
い
精
神
状
態
や
年
齢
を
重

ね
て
体
力
的
に
も
自
分
を
追
い
込

め
な
く
な
る
な
ど
、
限
界
を
感
じ

な
が
ら
挑
ん
だ
８
月
の
ア
ジ
ア
柔

道
選
手
権
大
会
で
、
個
人
・
団
体

と
も
優
勝
。
国
歌
を
２
度
歌
い
、

「
や
り
切
っ
た
」
と
す
っ
き
り
し

た
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
、
一

番
の
応
援
団
で
あ
る
両
親
や
家
族

に
引
退
を
相
談
し
た
と
明
か
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
後
は
未
定
と

し
な
が
ら
も
、「
柔
道
に
携
わ
り
、

自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
伝
え

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
大
野
さ
ん
は
第
一
・

大
田
西
中
の
柔
道
部
員
21
人
を
指

導
し
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、
抑
え
込
み
に
持

ち
込
む
方
法
や
内
股
へ
の
入
り
方

な
ど
、
技
の
手
本
を
見
せ
、
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
。
ま
た
、
練
習
す
る

部
員
を
一
組
ず
つ
声
を
掛
け
な
が

ら
回
り
、
世
界
で
磨
い
た
技
術
と

柔
道
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

大
野
陽
子
選
手

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

中
学
生
の
指
導
に
熱

柔道女子

手本を見せる大野さん

左から田中さん、市長、林さん

＜経歴＞　
1989年生　大田町出身
階級／70㌔級　講道館柔道四段
大田小学校、（父の転勤により）浜田第一
中学校、立命館宇治高校（京都府）、立命
館大学、コマツ女子柔道部所属
2022年10月　強化指定選手を辞退、引退
＜戦績＞
・全日本柔道体重別選手権大会　優勝２回
・アジア柔道選手権大会　優勝３回
・グランドスラム　優勝５回
・ワールドマスターズ　優勝１回
・世界柔道選手権大会
　個人　準優勝１回、第３位１回
　男女混合団体（主将）　優勝３回
・2014～2018年　対外国人選手37連勝

抜群の動体視力と
瞬発力を兼ね備えるエピソード
幼稚園まで片道2.7㌔を
　歩いて通う４歳児！
海で泳ぐ魚を
　素手で捕まえる小学生！

林　勉さん（仁摩町大国）
　平成24年度から令和３年度まで、毎日、仁摩小学校の宮村地
区から徒歩で通う児童の登下校に付き添い、児童の安全確保
に尽力。現在は、自治会長として通学路の草刈りなどに関わる。

清水　勝さん（長久町）
　平成11年度から23年間、長久町教育後援会長を務め、長久
町の教育振興のため、積極的に力を注いだ。

大田市食育推進サポーターおむすびの会
　会長　田中正治さん（令和４年度会員　76人）
　平成24年に結成。地域で食育を推進するサポーターとして、
地域の食文化の伝承や生活習慣病予防の食生活を啓発するな
ど、食を通して健康で豊かな人づくり、まちづくりに貢献。

受賞された皆さん（順不同）

　このたび、各分野で市の振興発展に大きな功績のあった１
団体２個人に対し、大田市感謝状を贈りました。12月14日に
は２人が出席し、感謝状贈呈式をおこないました。

問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8004）

市政の振興発展に功績

感謝状を贈呈
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

安
全
・
安
心
に
生
活
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
道
路
や
下
水
道
、
情
報

通
信
設
備
、
病
院
な
ど
の
社
会
生

活
基
盤
を
計
画
的
に
整
備
し
な
が

ら
、
子
育
て
・
教
育
支
援
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
企
業
誘
致
な

ど
、
第
２
次
大
田
市
総
合
計
画
で

示
し
た
将
来
像
「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
み
ん
な
が
夢
を

抱
け
る
ま
ち
〝
お
お
だ
〟」
の
実

現
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
施
策
推
進
の
基
盤
と

な
る
財
政
運
営
は
、
市
税
な
ど
の

自
主
財
源
が
乏
し
く
、
支
出
が
収

　

今
年
度
推
計
し
た
令
和
９
年
度
ま
で
の
財
政
見
通
し
は
、
令
和
６

年
度
に
財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金
が
ほ
ぼ
枯
渇
し
、
令
和
７
年
度

以
降
、
毎
年
14
億
～
24
億
円
の
収
支
不
足
が
生
じ
る
な
ど
、
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

赤
字
団
体
へ
の
転
落
を
避
け
る
た
め
、
収
支
改
善
の
取
り
組
み
を

強
化
し
、
財
政
健
全
化
・
行
財
政
改
革
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

現
在
の
市
の
財
政
状
況

令
和
７
年
度
以
降
―
―

中
期
財
政
見
通
し
（
令
和
５
～
９
年
度
）

毎
年
14
億
～
24
億
円
の
収
支
不
足

入
を
上
回
り
、
市
の
貯
金
と
い
え

る
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
収

支
不
足
を
補
う
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

今
回
推
計
し
た
令
和
９
年
度
ま

で
の
財
政
見
通
し
（
下
表
）
で
は
、

人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
地
方
交
付

税
や
市
税
の
減
収
に
加
え
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
・
物
価
高
騰
、
ま
た
人
件
費
や

公
債
費
の
高
止
ま
り
も
あ
り
、
令

和
６
年
度
ま
で
毎
年
10
億
円
以
上

の
基
金
を
取
り
崩
す
試
算
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
基
金
を
取
り
崩
し
て

い
く
と
、
令
和
６
年
度
末
に
は
財

政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
が
ほ
ぼ

枯
渇
し
、
そ
の
後
も
さ
ら
な
る
収

支
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
赤

字
団
体
に
転
落
し
か
ね
な
い
、
大

変
厳
し
い
財
政
見
通
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
を

参
照
）

　

そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
歳
入
確
保

と
歳
出
抑
制
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
、
令
和
２
年
度
に
策
定
し

た
中
期
財
政
運
営
方
針
（
令
和
３

～
７
年
度
）
に
基
づ
き
、
財
政
健

全
化
・
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
・
縮
小
な
ど
、

痛
み
を
伴
う
お
願
い
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
財
政
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
６
）

歳入歳出の実績と今後の見通し

収支が赤字に！

（単位：億円）

H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９

歳　　入 245 267 304 289 272 241 238 235 241 224

市　　　税 36 36 36 38 38 37 37 36 36 35

地方交付税 98 98 99 103 95 93 94 96 96 95

国県支出金 43 49 96 73 72 51 51 49 47 45

地　方　債 23 37 37 40 23 19 20 26 32 22

基金繰入金 15 12 11 7 12 18 15 5 7 4

そ　の　他 30 35 25 28 32 23 21 23 23 23

歳　　出 242 263 298 279 272 241 238 249 262 248

収　　支 3 4 6 10 0 0 0 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24
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こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
５
年
間
の
効
果
額

36
億
円
（
決
算
ベ
ー
ス
）
を
達
成
し
、
健
全
な
財
政

運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
歳
入
面
の
取
り
組
み

・
国
県
の
財
政
支
援
制
度
の
積
極
的
活
用

・
市
税
収
入
な
ど
の
確
保

・
あ
ら
ゆ
る
歳
入
（
ふ
る
さ
と
納
税
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
）
の
確
保　

な
ど

②
歳
出
面
の
取
り
組
み

・
経
常
的
経
費
（
人
件
費
な
ど
）
の
適
正
化

・
公
共
施
設
適
正
化
計
画
の
推
進

・
事
務
事
業
の
見
直
し

・
予
算
執
行
段
階
に
お
け
る
節
減
努
力　

な
ど

　
③
そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み

・
わ
か
り
や
す
い
財
政
状
況
の
公
表

・
全
職
員
へ
の
財
政
状
況
把
握
の
徹
底

　

次
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
見
直
し
を
お

こ
な
い
、
収
支
改
善
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

①
人
件
費

必
要
最
小
限
の
職
員
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
各
部
署
の
業
務
内
容
と
そ
の
進
め
方

を
見
直
す
と
と
も
に
、
よ
り
柔
軟
で
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
組
織
へ
の
改
編
を
順
次
実
施
し
、
組

織
・
定
員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

②
投
資
的
経
費

実
施
時
期
の
平
準
化
、
統
合
・
廃
止
を
含
む
施
設

配
置
の
適
正
化
を
進
め
ま
す
。

③
内
部
管
理
経
費

共
通
的
な
事
務
の
集
中
化
、
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
引
き
続
き
進
め
、
さ
ら
な
る
節
減
を
図
り

ま
す
。

④
公
共
施
設
の
使
用
料
・
手
数
料

社
会
経
済
情
勢
や
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
見
直
し
を
検
討

し
ま
す
。

目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

収
支
改
善
の
取
り
組
み
強
化
に
向
け
て

詳しい財政状況については
市ホームページをご覧ください

基金残高の推移

検 索大田市　財政指標

【用語】　財政調整基金　年度によって生じる財源の不均衡を調整するための基金
　　　　減 債 基 金　借入金の将来の返済に備えるための基金
　　　　特定目的基金　特定の目的を計画的に実施できるよう積み立てる基金
　　　　経常収支比率　人件費などの経常的経費に、市税などの経常的収入がどの程度充てられているかを示す比率

方針に掲げる財政運営の目標

行政のスリム化を進め
財政規模の適正化を図る

令和７年度歳出総額の決算額を
230億円以下に

１
目標

硬直化した財政構造から
弾力性のある財政構造へ
転換を図る

令和７年度の経常収支比率を
93％以下に

２
目標

通常の投資的経費に係る
市債借入額を抑制する

毎年度12億円以内
５年間で60億円以内に

３
目標
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12
月
６
日
、
市
と
大
田
障
が
い

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ジ
ョ
ブ
亀
の
子
が
障
が
い
者
一
般

就
労
体
験
発
表
会
を
あ
す
て
ら
す

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
障
が
い
者
事

業
所
へ
の
福
祉
的
就
労
で
は
な

く
、
企
業
や
公
的
機
関
に
一
般
就

労
し
て
い
る
障
が
い
者
の
体
験
や

心
構
え
を
聞
き
、
就
労
準
備
に
役

立
て
よ
う
と
開
催
す
る
も
の
で
す
。

一
般
就
労
を
目
指
す
障
が
い
者
や

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
な
ど
、
約

90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
就
労
体
験
を
発
表
し
た

の
は
、
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン

ド
ー
「
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ス

ト
大
田
店
」
の
島
田
優
紀
さ
ん
と

株
式
会
社
ウ
シ
オ
「
グ
ッ
デ
ィ
ー

大
田
店
」
の
森
翔
汰
さ
ん
。
そ
れ

　

こ
の
た
び
、
日
本
船
舶
薬
品
株

式
会
社
（
横
浜
市
）
か
ら
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し

た
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た

岩
﨑
潤
一
代
表
取
締
役
に
対
し
、

市
長
が
「〝
協
働
・
共
創
に
よ
り

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
事

業
〟
に
対
す
る
支
援
に
感
謝
す
る
」

と
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
消
防
団
員
の
装
備

品
の
整
備
に
活
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
国
立
公
園
三
瓶
山

の
草
原
が
「
未
来
に
残
し
た
い
草

原
の
里
１
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
に
残
る

草
原
と
そ
の
里
に
光
を
当
て
、
人

と
自
然
の
関
わ
り
の
中
、「
草
原

の
里
」
で
培
わ
れ
て
き
た
知
識
や

技
術
、
人
々
の
思
い
を
共
有
し
、

次
世
代
へ
受
け
継
ご
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

11
月
30
日
、
１
０
０
選
に
応
募

し
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
緑
と
水
の

連
絡
会
議（
高
橋
泰
子
理
事
長
）が

選
定
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

高
橋
理
事
長
は
「
皆
さ
ん
が
三

瓶
の
草
原
を
守
っ
て
い
る
と
い
う

意
識
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
市
長
は
「
今
後
も
草
原
景
観

の
維
持
の
た
め
、
一
緒
に
な
っ
て

尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
選
定
を

喜
び
ま
し
た
。

大
田
市
を

盛
り
上
げ
た
い

包
括
連
携
協
定
を
締
結

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
３
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

日
本
船
舶
薬
品
㈱
が
大
田
市
を
応
援

ぞ
れ
、
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
を
周

り
に
報
告
し
た
り
、
自
分
の
思
い

や
体
調
を
相
談
し
た
り
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
側
と
し
て
株
式
会

社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
安
来
製
作
所

（
当
時
／
㈱
日
立
金
属
安
来
製
作

所
）
の
森
本
忠
男
さ
ん
が
、
障
が

い
者
の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
つ
い
て
、「
支
援
者
と
障
が
い

者
が
あ
い
さ
つ
や
返
事
な
ど
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

に
よ
り
、
お
互
い
に
仕
事
を
支
え

て
い
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
に
必

要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
就
労

に
向
け
て
頑
張
り
た
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
３
）

きっちんＫ　　　　株式会社サンマルコ
株式会社至誠　　　島根中央信用金庫
株式会社水利工材　s

ステッチ

titch c
クラフト

raft
有限会社石東林業商会
株式会社トウチュウ温泉津事業所
ホープ・ウィン　　
ローソン・ポプラ大田中央店

　（順不同・敬称略）

新規職場実習協力事業所

職場実習に協力いただいた事業所の皆さん

岩﨑代表取締役（左）

報告する高橋理事長（右）

障がい者一般就労
体験発表会を開催

　12月23日、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
と包括連携協定を締結しました。
　この協定は、災害対策や暮らしの安全など幅広い分
野での連携を進めていこうとするものです。
　締結式では、市長が「市民の皆さんが安心して生活
できる環境づくりへの推進につながると期待している」
とあいさつ。また、五十嵐太郎島根支店長は「協定締
結をスタートとして、さまざまな分野で一緒に取り組
み、大田市を盛り上げていきたい」と応えました。

問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8003）

五
十
嵐
島
根
支
店
長（
左
）

三瓶山 草原の里100選に
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12
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
一
斉
改

選
さ
れ
、
大
田
市
で
は
１
５
５
人

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
の
皆
さ
ん

は
大
田
市
生
活
相
談
員
も
兼
ね
て

お
り
、
同
日
、
市
長
が
委
嘱
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
11
月
30
日
で
退
任

さ
れ
た
委
員
53
人
の
退
任
式
を
お

こ
な
い
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
名

簿
・
担
当
区
域
な
ど
、
詳
し
く
は

「
社
協
だ
よ
り
」（
大
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
／
12
月
15
日
発
行
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
２
日
以
降
に
決
定
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
敬
称
略
）

▽
山
崎
１
区
域

　

楫
野
恭
久

▽
和
江
３
・
４
・
５
区
域

　

中
島
京
子

（
１
月
１
日
現
在
１
５
７
人
）

問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
１
）

【
島
根
県
選
抜
】

石
田　
　

恵
さ
ん
（
第
二
中
３
年
）

森　
　

心こ
こ

音ね

さ
ん
（
大
田
西
中
３
年
）

【
大
田
高
校
】

男
子
個
人
の
部　

水み
ず　
　

柊
太
さ
ん
（
２
年
）

女
子
個
人
の
部　

高
橋　

里
奈
さ
ん
（
２
年
）

高
橋
さ
ん　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
や
、
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
弓
道
が
で
き
る
感
謝
を
忘
れ
ず
、
そ
の
思

い
を
全
国
大
会
で
発
揮
し
た
い
。
大
田
高
校
の
名
を
背

負
っ
て
、
正
々
堂
々
と
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
戦
い
抜

き
た
い
。

水
さ
ん　

全
国
大
会
で
は
自

分
ら
し
い
射
を
し
、
大
田

高
校
代
表
、
そ
し
て
島
根

県
代
表
と
し
て
堂
々
と
し

た
射
を
見
せ
て
い
き
た

い
。
少
し
で
も
良
い
順
位

を
取
り
、
良
い
報
告
に
来

た
い
。

石
田
さ
ん　

島
根
県
代
表
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
た
プ
レ
ー

で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
れ
る
よ

う
に
頑
張
る
。

森
さ
ん　

一
つ
ひ
と
つ
の
プ

レ
ー
を
全
力
で
取
り
組
み
、

１
勝
は
必
ず
し
て
、
決
勝

リ
ー
グ
に
行
け
る
よ
う
頑
張

り
た
い
。

第
36
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
大
阪
府
／
12
月
25
～
28
日
）

第
41
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

（
熊
本
県
／
12
月
23
～
25
日
）

　

こ
の
ほ
ど
、
第
22
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
（
熊
本
県
）
に
お

い
て
、
銀
の
道
商
工
会
青
年
部

（
松
井
紀
充
部
長
・
20
人
）
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
会
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
の
は
、
ま
ち
づ
く
り

部
門
。
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
事
業
未
経
験

者
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
創
業
支
援

の
ほ
か
、
道
の
駅
の
開
業
に
あ
た

り
、
地
域
発
信
の
拠
点
施
設
と
な

る
よ
う
貢
献
し
た
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
井
部
長
は
「
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
取
り
組
め
た
お
か
げ

で
、
受
賞
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
今
で
き

る
こ
と
を
積
極
的
に
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
定

感謝状を受け取る北野猛さん

左から高橋さん、水さん

民生委員・児童委員とは――
　民生委員・児童委員制度は全国統一の
制度で、給与の支給はなく（無報酬）、ボ
ランティアとして活動しています（大田
市の定数は163人、任期は３年、再任可）。
　自らも地域住民の一員として、それぞ
れが担当する区域において、住民の生活
上のさまざまな相談に応じ、行政をはじ
め適切な支援やサービスへの「つなぎ役」
としての役割を果たすとともに、高齢者
や障がい者世帯の見守りや安否確認など
にも重要な役割を果たしています。
主任児童委員とは――
　民生委員・児童委員の一部（大田市22
人）は、厚生労働大臣により「主任児童
委員」に指名されています。区域担当の
民生委員・児童委員と連携しながら、子
育ての支援や児童健全育成活動などに取
り組んでいます。

　12月14日、次の４選手が市長を訪問し、
全国大会へ向けた決意を語りました。また、
市からは激励金を贈呈しました。

左
か
ら
松
井
部
長
、
市
長
、

河
村
隆
弘
副
部
長

左
か
ら
森
さ
ん
、
石
田
さ
ん

全国大会での健闘を祈ります

会長表彰を受賞
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前
列
左
か
ら
大
野
さ
ん
、
山
﨑
さ

ん
、
山
口
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
木

村
さ
ん
、
全
野
さ
ん

　

12
月
20
日
、
三
瓶
町
志
学
出
身
の
画
家
、
故
鈴
木
寛
男
さ
ん

の
功
績
に
ち
な
み
、
市
内
の
小
・
中
学
生
が
描
い
た
絵
を
表
彰

す
る
「
鈴
木
賞
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
約
２
３
０
０
点
の
作
品
か
ら
、
次
の
５
点
が
鈴
木

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

「
富
山
の
牛
」　　
　
　
　
　
　

大
野　

颯
汰
（
朝
波
小
②
）

「
幸
栄
丸
」　　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

悠
成
（
久
手
小
③
）

「
と
び
箱
が
ん
ば
っ
た
よ
！
」　

山
口　

蓮
太
（
温
泉
津
小
⑥
）

「
学
校
の
天
井
」　　
　
　
　
　

木
村　

駿
介
（
北
三
瓶
中
①
）

「
か
ま
ど
の
あ
る
庭
」　　
　
　

全
野　

百
恵
（
第
一
中
①
）

　
　問

教
育
部
総
務
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
１
）

第
35
回
「
鈴
木
賞
」
表
彰

【サッカー（個人技能）競技】
三代　千晴さん　ディビジョン１部門　第１位
鴛
おし

原
はら

　達
か つ き

希さん　ディビジョン１部門　第１位
宇谷銀士郎さん　ディビジョン１部門　第１位
鍋田　雄佑さん　ディビジョン３部門　第２位

　全国大会で活躍した選手が、大会結果を市長に
報告しました。

【フライングディスク競技】
小川 　裕介さん
アキュラシー
　ディスリート・
　　ファイブ部門
　　　　　第４位
ディスタンス
　メンズ・スタンディング部門
　　　　　第３位

【卓 球 交 流 大 会】　髙橋　英輝さん
県代表チーム「神話のくに島根」
　優勝

【水 泳 交 流 大 会】　友村　光男さん
　平泳ぎ50㍍　第２位
　平泳ぎ25㍍　第２位

【テニス交流大会】　大木戸聖司さん
　県代表チーム「しまねっこ」
　第１位グループ　優秀賞

2022年第８回スペシャルオリンピックス日本
夏季ナショナルゲーム・広島　11／４～６

第22回全国障害者スポーツ大会
いちご一会とちぎ大会　10／29～31

ねんりんピックかながわ2022
第34回全国健康福祉祭　神奈川・横浜・川崎・相模原大会　11／12～14

左から友村さん、髙橋さん、大木戸さん

前列右から鴛原さん、宇谷さん、市長、鍋田さんと関係者

全国大会 お疲れさまでした

　12月29日、大田市25歳同窓会を大田商工会議所で開催
し、24人が参加しました。
　25歳同窓会は就職して数年が経ち、人生を振り返る通
過点の一つ、25歳に焦点を当て、ふるさと大田の暮らし
や市内企業などの情報を伝えるとともに、市外に住む出
身者と市内の在住者との結びつきを強め、ふるさとの良
さを再認識してもらうために開催するもので、５回目を
数えました。
　県内に在住する14人が実行委員として集まり、会議を
重ね、参加者が楽しめるイベントなどを計画。同窓会は、
大田をテーマとしたゲームを楽しんだり、写真を見て懐
かしんだりしながら、久々に会う友人との会話に花が咲
きました。

問まちづくり定住課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8029）

25
歳
同
窓
会
を
開
催

友
と
の
再
会
で

ふ
る
さ
と
を
感
じ
る友人と写真を撮る参加者



広報おおだ　Ｒ5（2023）１.199

おおだウオッチングまちの話題を紹介

干支の置物で１年の幸せを

　

12
月
中
旬
、
温
泉
津
や
き
も
の

館
で
は
、
２
０
２
３
年
の
干
支
で

あ
る
ウ
サ
ギ
の
置
物
づ
く
り
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
サ
ギ
の
置
物
は
大
・
中
・
小

の
大
き
さ
が
あ
り
、
丸
み
の
あ
る

形
が
特
徴
的
。
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

個
程
度
作
ら
れ
ま
す
。
毎
年
、
楽

し
み
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
多
く
、

県
内
外
か
ら
注
文
が
あ
る
人
気
商

品
で
す
。

　

置
物
を
製
作
し
て
い
る
荒
尾
久

美
さ
ん
は
「
良
い
年
に
な
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
に
福
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
願
い
な
が
ら
作
っ
て
い
る
」

と
作
業
の
手
を
進
め
ま
し
た
。

賞
状
を
手
に
す
る
中
村
さ
ん（
右
）と
竹
村

一
秀
大
田
地
区
保
護
司
会
会
長

ウ
サ
ギ
の
置
物
を
磨
く
荒
尾
さ
ん

中村さんが委員長賞を受賞

　

11
月
29
日
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
が
、
川
合
小
学
校
で
お
こ

な
わ
れ
、
中
村
早さ

那な

さ
ん
（
川
合

小
６
年
）
が
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〟
島
根
県
推
進
委
員
会
委

員
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
作
文
は
「
未
来
を

創
る
『
社
会
復
帰
』」
と
い
う
題

名
で
、
罪
を
犯
し
た
人
が
、
安
心

し
て
社
会
に
戻
る
こ
と
へ
の
大
切

さ
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
罪
を
犯
し
た
人
で
も
、温
か
く

見
守
っ
て
安
心
で
き
る
環
境
を
作

れ
ば
、
明
る
い
社
会
に
な
る
と
思

う
」
と
中
村
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

定住人口拡大や雇用確保に期待

　

人
口
が
急
減
し
て
い
る
地
域
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決

を
目
指
し
、
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
を
活
用
し
た

「
石
見
銀
山
大
田
ひ
と
・
ま
ち
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
」
が
12
月
11

日
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
初
と
な
る
組
合
は
、
大
森

地
区
の
８
事
業
者
が
集
結
。
創
立

総
会
で
、
松
場
大
吉
理
事
長
は

「
未
来
あ
る
若
者
た
ち
へ
の
投
資
、

成
長
を
手
助
け
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
今
後
は
組
合
を

受
け
皿
と
し
て
人
材
を
呼
び
込
み
、

地
域
の
維
持
、
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

署
名
簿
を
手
に
す
る
影
山
工
場
長（
右
）と

大
田
警
察
署
長

組
合
を
構
成
す
る
松
場
理
事
長（
前
列
左
か

ら
３
人
目
）ら
８
事
業
者
の
代
表

飲酒運転根絶署名簿を提出

　

12
月
５
日
、
株
式
会
社
出
雲
村

田
製
作
所
イ
ワ
ミ
工
場
が
飲
酒
運

転
根
絶
署
名
簿
を
大
田
警
察
署
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
工
場
で
は
、
飲
酒
の
機
会
が

増
え
る
年
末
年
始
に
向
け
、
飲
酒

運
転
根
絶
へ
の
意
識
を
高
め
る
た

め
署
名
活
動
を
実
施
。
署
名
簿
提

出
式
で
は
、
同
工
場
に
勤
務
す
る

社
員
６
１
３
人
分
（
99
・
８
㌫
）

の
署
名
簿
を
影
山
善
隆
工
場
長
が

大
屋
卓
己
署
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
署
長
は
「
大
田
市
全
体
で
飲

酒
運
転
を
許
さ
な
い
機
運
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
。
模
範
と
し
て
協

力
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。
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中央図書館　　☎0854 - 84 - 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 - 88 - 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 - 65 - 2177　10：00～18：00

２月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 １ ２ ３ ④

⑤ ６ ７ ８ ９ 10 ⑪

⑫ 13 14 15 16 17 ⑱

⑲ � 21 � 23 � 25

26 27 28 　 　 　 　

■：３館休館　 ：中央・温泉津休館
○：温泉津休館　□：中央休館

おすすめの本

図書館 行　　　事 日　　　　　　　時

中　央

おはなし会 11日㈯・25日㈯ 14：00～14：20
ストーリーテリング 18日㈯ 14：00～14：20
古文書を読む会 18日㈯ 14：00～16：00
生活習慣病予防月間
啓発パネル展 １日㈬～27日㈪

仁　摩
おはなし会 18日㈯ 10：15～10：45
仁摩大国陶芸クラブ展 ８日㈬～３月13日㈪
鈴木賞展 １日㈬～３月３日㈮

◇行事と企画展

◇展示テーマ

『われ去りしとも美は朽ちず』　玉岡　かおる／著
潮出版社（温泉津図書館所蔵）

　実在する「大塚国際美術館」。それは、技術の粋を結集し
た陶板を世界の美術作品という新たな命を与えて展示するた
めに造られた。この本は、美術館の完成に至る道のりをさま
ざまな関係者の人生と照らし合わせながら描き出したフィク
ションである。
　読了後、この美術館を訪ねたくなること、間違いない。

中央　「I  love  マイホーム」
仁摩　「エンジョイ♪　ソロ活」

　

市
で
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受

け
、
大
田
市
消
防
団
（
福
間
達
雄

団
長
）
の
団
員
用
防
火
衣
12
着
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

大
田
市
消
防
団
は
、
１
本
部
28

分
団
で
構
成
さ
れ
、
約
８
０
０
人

の
団
員
が
郷
土
愛
と
強
い
使
命
感

の
も
と
、
火
災
や
地
震
・
風
水
害

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現
場
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

福
間
団
長
は
「
近
年
の
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
災
害
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
安
全
装
備
品
の
充

実
が
不
可
欠
。
こ
の
た
び
、
整
備

し
た
防
火
衣
を
最
大
限
活
用
し
、

災
害
現
場
の
最
前
線
で
活
動
す
る

消
防
団
員
の
安
全
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

消
防
団
員
用
防
火
衣
を
整
備

宝
く
じ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

話
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
積
極
的
に
活
用

し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
、
地
域
防
災
の
中

核
で
あ
る
消
防
団
員
の
安
全
装
備

品
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

（一財）自治総合センター
が宝くじの社会貢献広報事
業として、地域防災のリー
ダーである消防団の装備の
拡充を図るとともに、消防
団の活動に対し、地域住民
から積極的な協力を得るた
めに必要となる設備などを
整備するもの

地域防災組織育成助成事業
消防団育成助成事業

大
田
市
消
防
団
長
の
福
間
団
長（
左
）

中央図書館休館（蔵書点検）
２月20日㈪～３月２日㈭
本の返却　返却ポスト
　　　　　温泉津・仁摩図書館
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新型コロナウイルスワクチン接種

3月31日まで

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

　新型コロナウイルスワクチン接種の実施期間は、令和
５年３月31日までです。
　４月以降のワクチン接種の実施見通しについては、現
在、国で検討されています。
　接種を希望する場合は、早めに予約をしてください。

　新型コロナウイルスに感染した人も、ワクチンを接種することができます。
　感染後、体調が回復して接種を希望する場合は、その治療内容や感染からの期間に
かかわらず、前回接種から規定の間隔が経過していれば、接種することができます。

オミクロン株対応ワクチン接種 小児（₅～11歳） 乳幼児（₆か月～₄歳）

３～５回目接種
初回（１・２回目）接種

追加（３回目）接種
初回接種（３回）

対 象 者
初回接種（１・２回目接種）を完了した
12歳以上

５歳～11歳 生後６か月～４歳

ワクチン
ファイザー社製
モデルナ社製

ファイザー社製
５歳～11歳用ワクチン

ファイザー社製
生後６か月～４歳用ワクチン

接種回数 １回
初回接種　２回
追加接種　１回

３回で１セット

接種間隔 最終接種から３か月以上

２回目接種
　１回目接種から３週間
３回目接種
　２回目接種後、５か月以上

２回目接種
　１回目接種から通常３週間
３回目接種
　２回目接種後、８週間以上

接 種 券
３～５回目接種の接種券が届いている人
で、まだ接種を受けていない場合は、そ
の接種券で接種が可能

初回接種　送付済み
追加接種

２回目接種から５か月を経
過する時期に接種券を発送

送付済み

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
令
和

４
年
１
月
か
ら
大
田
市
立
病
院
の

外
科
に
勤
務
し
て
、
早
１
年
経
過

し
ま
し
た
。
中
山
瑶
子
と
申
し
ま

す
。

　

私
は
、
内な

い

痔じ

核か
く

に
対
す
る
４
段

階
注
射
法
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療
法
）
の

講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
い
ぼ
痔じ

」
に
対
し
て
注
射
で
縮

小
す
る
治
療
が
で
き
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

日
本
人
の
３
人
に
１
人
は
痔
に

悩
ん
で
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
痔
に
は
３
種
類
あ

り
、
痔
の
中
で
も
っ
と
も
多
い
タ

イ
プ
は
、
お
し
り
の
血
行
が
悪
く

な
っ
て
、
血
管
の
一
部
が
こ
ぶ
状

に
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
い
ぼ
痔
」

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

肛
門
の
皮
膚
が
切
れ
た
り
裂
け
た

り
し
て
傷
が
つ
い
た
「
切
れ
痔
」

と
、
肛
門
の
ま
わ
り
に
膿う

み

が
た
ま

り
、
膿
が
外
に
流
れ
出
る
ト
ン
ネ

ル
が
で
き
て
し
ま
っ
た
「
あ
な
痔
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
い
ぼ
痔
」
の
中
で
も
、
一
部

の
痔
に
対
し
て
、
局
所
麻
酔
あ
る

い
は
無
麻
酔
で
痔
の
治
療
が
で
き

る
方
法
が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療
法
で

す
。
す
べ
て
の
痔
核
に
対
し
て
適

応
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で

の
外
科
手
術
と
比
べ
る
と
、
痛
み

が
少
な
く
、
１
泊
２
日
の
入
院
で

治
療
が
可
能
で
す
。

　

痔
は
、
た
と
え
放
っ
て
お
い
た

と
し
て
も
命
に
関
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
お
し
り
の
症

状
に
、
自
己
判
断
は
禁
物
。
お
し

り
か
ら
出
血
が
あ
っ
て
、
痔
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
実
は
違
う
病
気

だ
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
「
痔
」
で
悩
む
か
た
は
、
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
度
ご
相

談
に
き
て
く
だ
さ
い
。

ドクターコラム

市立病院の外科のご紹介

大田市立病院

外科医長

中山　瑶
よう

子
こ

　医師

感染した場合の
ワクチン接種
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こんにちは

保健師です
子どもの「気になる」を子どもの「気になる」を

話してみませんか？話してみませんか？

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

子育て中、こんな悩みごとありませんか？

一緒に子どもの成長を考えます

子ども家庭支援課の乳幼児期の成長・発達相談事業をご紹介します

友だちと仲良くあそべない

子育てがつらい

など……

子どもに
どのように関わったら良いか

わからない
気になるクセがある

落ち着きがない
言葉がおそい

1人で悩まず、
　　乳幼児健診や相談・教室で相談しましょう子育て相談

今月の「＋
プラス

１
ワン

」

　市では、島根県西部発達障害者支援センターウィンドや関係部署と連携し、
子どもの成長に合わせて成長発達のサポートをおこなっています。

　お子さんの栄養・授乳・育児の相談
や身体計測などをおこなっています。

　乳幼児期の子どもの運動や言葉の発
育・発達などについて専門医による健
診と相談をおこなっています。
　お子さんのことで気になることがあ
りましたら、気軽にご相談ください。

　１歳６か月児健診後から３歳
児健診までを対象とし、楽しく
遊びながら、言葉やからだの発達をうながす教室で
す。お子さんの言葉や発達、行動について心配なこ
とがあるとき、育児・しつけで困ったことがあると
きは、教室の間にスタッフがお話を伺います。

子どもの成長や発達に不安を感じたり
気になったりすることがあれば
身近なところや子ども家庭支援課にご相談ください

乳 幼 児 相 談

発達クリニック

のびの～び教室

問子ども家庭支援課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）

乳幼児期（０～２歳）

乳児・１歳６か月児健診、育児教室
離乳食教室、のびの～び教室　など

３歳児健診、幼稚園・保育園訪問
大田市相談支援チームによる相談　など

相談・家庭訪問、乳幼児相談、発達クリニック、めだか教室、幼児期通級指導教室、子育て支援センター など

幼児期（３～６歳）
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健康ガイド２月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8153）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

２月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 15日㈬ ₉：30～11：00

仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談 母子健康手帳・バスタオル

離乳食教室
（前期） 14日㈫

10：00～11：30
受付₉：45～

生後８か月ごろまでの乳児とそ
の保護者 母子健康手帳・バスタオル

おむつ・お子さんの飲み物離乳食教室
（後期） 28日㈫ 生後９か月～18か月ごろまでの

乳児とその保護者

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 - 83 - 8152）へお申し込みください。

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 - 21 - 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 - 20 - 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査  1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

８
はちまるにいまる

０２０よい歯のコンクール

秘
ひ

訣
けつ

は定期的な歯科受診

　80歳以上で自分の歯を20本以上保持し、口腔の健康管
理に努力している人を表彰する「８0２0よい歯のコン
クール」が島根県と島根県歯科医師会の共催でおこなわ
れ、大田市の５人が受賞しました。

こころとからだの健康は、お口の健康から
　口の健康を保つことは、何でもかむ力や飲み込む力、おいしく食べる
力につながり、毎日を元気に過ごすことにつながります。
　皆さんも受賞されたかたの「８0２0の秘訣」を取り入れてみてはい
かがでしょうか。

【優良賞】
森田　節子さん（27本）　　池田　啓二さん（25本）　
安部　義衛さん（24本）　　向井イツ子さん（23本）
８０２０の秘訣
・異常がなくても定期的に歯科医院で歯石の除去などの

メンテナンスをする
・毎食後、間食後に歯磨きをする
・毎年、歯科健診を受診する

【優秀賞】
森野　辰巳さん（27本）

８０２０の秘訣
・定期的な歯科健診や歯石の除去
・歯科医院で教わった歯の磨き方を

実践し、１日１回は丁寧に歯を磨
く

カッコ内は歯の本数

【受付時間】　平日／19：00～翌朝₉：00
　　　　　　土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00

※　東京都内までの通話料が必要です。

子ども医療
電 話 相 談 ＃８０００

つながらない場合　☎03 - 3478 - 1060
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きずな
令
和
４
年
度
「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

中
学
校
の
部　

最
優
秀
作
品

二
度
の
出
会
い
か
ら

　大田市では、令和４年
度「人権作文コンテスト」
を実施しました。
　今回は、中学校の部の
最優秀作品を紹介しま
す。（原文のまま）

　
「
イ
ヤ
イ
ラ
イ
ケ
レ
。（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。）」「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
。（
こ
ん
に
ち
は
。）」
こ

の
言
葉
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
方か

た

と
の
交
流
会
で
教
え

て
も
ら
っ
た
ア
イ
ヌ
語
で
す
。
み
な
さ
ん
は
ア
イ
ヌ

民
族
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る
人
権
課
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
に
二
回
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権

に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
回
目
は

小
学
生
の
時
の
交
流
会
で
す
。
事
前
に
ど
ん
な
民
族

な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
文
化
な
の
か
、
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
方
へ
の
差
別
や
、
そ
れ

が
今
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
日
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
方
が
来
ら
れ
て
い

ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
マ
ッ
シ
ュ

ポ
テ
ト
に
イ
ク
ラ
を
混
ぜ
た
チ
ポ
ロ
イ
モ
や
、
サ
ー

モ
ン
ル
イ
ベ
（
解
凍
さ
せ
て
い
な
い
刺
身
）
な
ど
の

料
理
の
話
が
と
て
も
興
味
深
く
、
日
本
文
化
と
の
違

い
を
感
じ
な
が
ら
も
親
し
み
を
抱
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
自
然
界
す
べ
て
の
も
の
に
魂
が
宿
る
」
と
い
う
精

神
文
化
を
も
ち
、
祭
り
で
踊
る
「
古
式
舞
踊
」
な
ど
、

固
有
の
文
化
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

差
別
を
さ
れ
て
い
た
と
感
じ
さ
せ
な
い
明
る
さ
で
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
歌
や
踊
り
、
言
葉
な
ど
を
教
え
て
も

第
一
中
学
校　

３
年　

福
井　

祐
奈
さ
ん

ら
う
、
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
三
年
生
に
な
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

人
権
学
習
を
し
ま
し
た
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
人
権

課
題
が
あ
る
中
で
、
私
が
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
権
」

を
探
究
課
題
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
小
学
校
で
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
と
深
く
学
ん
で
み
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
小
学
生
の
時
に
は
気
づ
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
、
気
づ
け
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

事
前
の
調
べ
学
習
で
は
、「
和
人
化
政
策
」
が
行

わ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
言
葉
を
禁

止
し
て
無
理
や
り
日
本
語
を
使
わ
せ
た
り
、
狩
り
や

漁
を
中
心
と
し
た
生
活
か
ら
、
農
業
中
心
の
生
活
に

さ
せ
た
り
し
た
事
実
に
、
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
何

を
目
的
と
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
、
疑
問
を

持
ち
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
宿
で
「
ハ
ル
コ
ロ
」
と
い
う
ア
イ
ヌ

料
理
の
お
店
を
経
営
し
て
お
ら
れ
る
宇
佐
照
代
さ
ん

に
、
Ｚズ

ー

ム

Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
話
を
聞
き
ま
し
た
。
宇
佐
さ
ん
と

の
再
会
で
も
優
し
い
印
象
は
変
わ
ら
ず
、
明
る
く
前

向
き
な
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

お
話
を
聞
い
て
課
題
が
二
つ
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
ア
イ
ヌ
人
へ
の
差
別
や
偏
見
に
よ
る
格

差
が
残
っ
て
い
る
こ
と
」
で
す
。
そ
の
た
め
ア
イ
ヌ

人
の
就
職
の
機
会
が
十
分
に
保
障
さ
れ
ず
不
安
定
な

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

「銀山百ケ寺」

　
「
銀
山
百
ケ
寺
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
の
多
く
の
お
寺
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
石
見
銀
山
。
そ
の
実
態
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
の
人
口
動
態
を
調
べ
る

研
究
の
一
つ
に
、
墓
石
や
墓
所

を
調
べ
る
石
造
物
調
査
が
あ
り

ま
す
。
世
界
遺
産
の
登
録
前
の

１
９
９
９
年
か
ら
今
も
継
続
し
て

続
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
調
査
に

よ
っ
て
、
墓
石
の
総
数
は
お
よ
そ

１
万
３
０
０
０
基
、
寺
院
跡
の
総

数
は
83
と
な
り
ま
し
た
。「
百
ケ

寺
」
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
狭

い
範
囲
に
相
当
数
の
寺
院
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

注
目
さ
れ
た
の
は
寺
院
総
数
だ

け
で
は
な
く
、
宗
派
が
密
教
系
・

法
華
系
・
浄
土
系
・
禅
系
と
多
様

で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
墓

石
に
刻
ま
れ
た
年
か
ら
、
墓
石
が

最
も
多
く
建
て
ら
れ
た
時
期
は

１
６
０
０
年
前
後
で
あ
る
こ
と
も

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
石
見
銀
山
の
最
盛
期
に
多

く
の
人
々
が
移
り
住
ん
で
き
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に

「
シ
ル
バ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
」
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、
鉱
山
経
営
の
み
な
ら

ず
、
都
市
計
画
に
も
手
腕
を
発
揮

し
た
初
代
銀
山
奉
行
で
あ
る
大
久

保
長
安
の
業
績
で
あ
る
と
い
え
そ

う
で
す
。
長
安
は
、
人
々
が
集
住

し
や
す
い
よ
う
に
鉱
山
へ
の
物
資

の
供
給
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

時
を
経
て
今
の
時
代
、
都
会
か

ら
地
方
へ
の
移
住
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
総
務
省
で
は
、
移
住
１

人
あ
た
り
の
年
間
消
費
額
は
、
直

接
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
も
日
帰

り
旅
行
者
の
81
人
分
に
相
当
す
る

と
試
算
し
ま
す
。
そ
の
移
住
先
で

は
、「
寛
容
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
い

う
移
住
の
受
け
入
れ
や
す
さ
を
数

値
化
す
る
試
み
が
あ
り
、
な
ん
と

島
根
県
が
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ

た
と
い
う
の
で
す
が
…
…
。

　

し
か
し
、
日
帰
り
旅
行
客
な
ど

が
な
か
っ
た
シ
ル
バ
ー
ラ
ッ
シ
ュ

の
時
代
、
石
見
銀
山
に
起
こ
っ
た

す
さ
ま
じ
い
経
済
効
果
と
、
高
い

受
け
入
れ
や
す
さ
を
、
残
さ
れ
た

寺
跡
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第10回
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石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

生
活
状
況
に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
の
進
学
状
況
に
、

和
人
と
の
差
が
生
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は

ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
や
人
権
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
人
や
知
ろ
う
と
す
る
人
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
お
互
い
の
違

い
を
個
性
と
考
え
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。
勝
手
な
決

め
つ
け
で
違
い
に
優
劣
を
つ
け
、
そ
の
考
え
を
押
し

つ
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
独
自
に
大
切
に
さ
れ
て
き
た
伝
統
や

文
化
に
興
味
を
も
ち
、
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。「
少
数
民
族
だ
か
ら
こ
そ
、『
民
族
の
誇

り
』
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
」
と
い
う
宇
佐
さ
ん
の

思
い
は
ア
イ
ヌ
料
理
を
広
め
る
活
動
に
つ
な
が
っ
た

り
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
や
文
化
を
受
け
継
い
で
い
く
力

に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
和
人
と
は
違
う

か
ら
」
な
ど
と
い
う
勝
手
な
理
由
で
差
別
し
て
ほ
し

く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

宇
佐
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
差
別

の
問
題
は
、
他
の
人
権
課
題
と
共
通
す
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
偏
見
や
決
め
つ
け
か
ら
差
別
が
生
ま
れ
、

差
別
さ
れ
る
人
が
辛つ

ら

い
思
い
を
し
た
り
困
っ
た
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
差
別
す
る
側
と
さ
れ
る
側
に
受
け
止
め

方
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
宇
佐
さ
ん
が
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
に
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
差
別
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
に
、
和
人
の
答
え
と
ア
イ
ヌ
人
の
答
え
に
大

き
な
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。
和
人
は
差
別
が
あ
る
と

あ
ま
り
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア
イ
ヌ
人
は

差
別
を
受
け
た
と
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
か
っ
た
の

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
差
別
を
し
て
い
る
側
は
重

く
受
け
止
め
て
い
な
く
て
も
差
別
を
さ
れ
る
側
は
辛

い
思
い
を
し
て
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
私
の
身
の
回
り
に
あ
る
様
々

な
差
別
と
共
通
す
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
宇
佐
さ
ん
と
二
度
出
会
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
自
分
の
年
齢
に
合
っ
た
出
会
い
方
を
し
た
と
思
い

ま
す
。
小
学
生
の
頃
は
明
る
く
楽
し
い
時
間
の
中
か

ら
ア
イ
ヌ
文
化
の
お
も
し
ろ
さ
や
貴
重
さ
を
知
り
ま

し
た
。
中
学
生
で
は
、
差
別
の
現
状
や
差
別
を
解
消

し
よ
う
と
す
る
宇
佐
さ
ん
の
思
い
を
知
り
、
私
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
ま
ず
、
自
分
か
ら
人
と
の
違
い
を
認
め
て
相
手

を
尊
重
す
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
宇
佐

さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
で
す
。

最
優
秀
作
品
の
講
評

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
か
た
に
関
す
る
人
権
課
題
に
小
学

校
の
時
に
出
会
い
、
中
学
生
に
な
っ
て
再
び
こ
の
人

権
課
題
を
探
究
し
て
い
ま
す
。「
も
っ
と
知
る
べ
き
、

気
づ
く
べ
き
」
と
の
思
い
か
ら
の
行
動
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
課
題
を
ひ
と
く
く
り
に
せ
ず
に
、
多
様
な

か
た
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

人
権
意
識
の
あ
り
方
を
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

　大田高校、関東の大学を卒業後、株式会社さんべ開発
公社に入社しました。弊社はスタッフ約40人で、和気あ
いあいとしており、みんなが家族
のような温かい職場です。
　主な業務は、三瓶地域を中心と
したイベントの企画やさんべ荘の
ＰＲをおこなっています。
　例えば、早朝に特別運行リフト
に乗り、三瓶山頂で日の出を見な

大田にどんな職場があるのか、大田でどんな人が働いてい
るのか、そしてどんな思いを抱いて働いているのか――。
大田で働く人にインタビューしてきました！

問産業企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8075）
おおだで、働く。

おおだに働くところ、あります！
おおだの企業情報はこちら

株式会社さんべ開発公社 がら朝食を楽しむ「天空の朝ごはん」や温泉ソムリエの
家元をお招きしておこなう「温泉ソムリエセミナー」な
どを企画しています。最近では、Ｅ

イー

‐ Ｂ
バ イ ク

ＩＫＥで地図に
載らないような三瓶の隠れた魅力をめぐる企画がイチ押
しです。
　さんべ荘は、リピーターのかたも多く、何度お越しに
なっても満足していただけるよう、スタッフ全員で知恵
を出し合い、サービスの向上に努めています。
　さんべ荘の宿泊・入浴サービスはもちろんのこと、三
瓶地域を活用したイベントの企画・運営で地元を盛り上
げるために今後も頑張っていきます。

長尾　純さん



数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

25日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

18日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

18日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂２月の予定
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市　勢
（令和５年１月１日現在）

○人　口　32,773人　　（△　65）
　・男　　15,759人　　（△　24）
　・女　　17,014人　　（△　41）
○世帯数　15,527世帯（△　30）
○出生数　　　　9人
○死亡数　　　59人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

　

大
切
な
人
を
自
死
で
突
然
失
う

衝
撃
、
誰
に
も
話
せ
な
い
そ
の
つ

ら
さ
な
ど
を
、
遺
族
だ
け
で
語
り

合
う
集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
４
日
㈯

　
　
　
　

①
14
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　

②
15
時
30
分
～
17
時

※　

①
は
自
死
遺
族
の
み
、
②
は

自
死
問
題
に
関
心
が
あ
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

３
０
０
円

申
・
問
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹
事
務
局

（
桑
原
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐

５
９
６
０
）

▽
日
時　

２
月
13
日
㈪
～
28
日
㈫

▽
開
催
方
法　

Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

に
よ

る
動
画
配
信
（
申
込
者
限
定
配

信
）

▽
対
象　

発
達
障
が
い
支
援
に
関

心
の
あ
る
人

▽
内
容　

講
演

「
当
事
者
と
し
て
親
と
し
て
」

～
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
～

講
師　

元
村
祐
子
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料（
要
事
前
申
込
）

▽
申
込
方
法　

セ
ミ
ナ
ー
申
込

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
島
根
県
西

部
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ン
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

▽
締
切　

１
月
31
日
㈫

※　

配
信
準
備
が
で
き
次
第
、
配

信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
資
料
な
ど
を
メ
ー
ル

で
送
り
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
島
根
県
西
部
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ド

（
☎
０
８
５
５
‐
28
‐
０
２
０
８
）

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

～
自
死
遺
族
の
集
い
～

発
達
障
が
い
地
域

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
２

　

こ
の
た
び
、
生
活
に
必
要
な
情

報
を
ま
と
め
、
全
世
帯
に
配
布
す

る
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
２
０
２

３
年
版
を
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
官
民
協
働
事
業
を
活
用
し
、

発
行
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、
各
家
庭
の
敷
地
内

へ
立
ち
入
り
、
ポ
ス
ト
に
投
函
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
配
布
期
間
（
予
定
）　

２
月
中

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
３
）

▽
日
時　

２
月
18
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
れ
い
こ
い
る
か
」（
２

０
１
９
年
／
１
０
０
分
）

▽
内
容　

阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ

り
一
人
娘
を
失
っ
た
夫
婦
が
離

婚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
送

る
中
で
、
娘
の
死
を
受
け
入
れ

て
い
く
姿
を
描
い
た
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ド
ラ
マ
。
２
０
２
０
年
日
本

映
画
ベ
ス
ト
テ
ン
第
１
位
受
賞

作
品

▽
定
員　

70
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
入
場
料　

無
料　

申
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

く
ら
し
の
便
利
帳
を
配
布

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

催
　
　
し

▽
日
時　

２
月
18
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

〈広告〉

セミナー申込
フォーム
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令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市

で
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な
仕

事
が
あ
る
の
？
」
な
ど
皆
さ
ん
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
３
日
㈮
・
17
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
対
象　

60
歳
以
上　

▽
定
員　

先
着
15
人

▽
参
加
費　

無
料

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

◇
ワ
ー
ド
入
門

▽
日
時　

２
月
10
日
～
27
日
の

㈪
・
㈬
・
㈮　

19
時
～
21
時

▽
会
場　

島
根
中
央
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

14
人

▽
料
金　

１
万
円

▽
申
込
期
限　

２
月
２
日
㈭

◇
エ
ク
セ
ル
入
門

▽
日
時　

３
月
１
日
～
17
日
の

㈪
・
㈬
・
㈮　

19
時
～
21
時

▽
会
場　

島
根
中
央
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

14
人

▽
料
金　

１
万
円

▽
申
込
期
限　

２
月
22
日
㈬

申
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内
することはありません。不審な場合は、介護保
険課へお問い合わせください。

問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！

ATMに
行って！は詐

さ

欺
ぎ

募
　
　
集

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
では、画面の案内に沿って金額などを入力するだけで、
確定申告書を作成することができます。
　マイナンバーカードとマイナンバーカードの読取に
対応したスマートフォンを持っている人や、税務署が
発行したe

イータックス

‐ TaxのＩＤとパスワードを取得している
人は、スマートフォンで確定申告を作成・送信（提出）
できます。ぜひ、ご利用ください。

確定申告は
スマートフォンが

おすすめです!

マイナンバーカード
休日・夜間窓口
開設のお知らせ

▽申請・交付場所
　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、それぞれの支
所でマイナンバーカードを保管していますので、本庁
での受け取りを希望する人は５日前までにご連絡くだ
さい。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないませ
ん。
※　交付手続きには一人あたり約20分かかります。時
間に余裕をもってご来庁ください。
※　予約状況などによっては希望の日時に受け取りが
できない場合があります。

▽開設日時

　マイナンバーカードの申請・交付について、次のと
おり、休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないま
す。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請や
受け取りが難しい人は、ぜひ、ご利用ください。
　なお、混雑緩和のため、予約制とします。

休日窓口
（日曜日）

₈：30～12：00

平日窓口延長
（月曜日）

17：15～19：30

２月 12日・26日 ６日・20日

３月 12日・26日 ６日・20日

問石見大田税務署（☎0854 ‐ 82 ‐ 0980／自動音声案内）申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

国税庁
「確定申告書等作成コーナー」



〈広告〉
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波根・朝山・富山 ₂日 16日

久手（鳥越含） ₈ 22

鳥井・長久（新諸友含） 10 24

静間・五十猛・大屋 ₇ 21

大代・祖式・水上・大森 13 27

川合・久利 ₉ 20

大田（橋北） １ 15

大田（橋南） ₃ 17

三瓶・山口（大田野城含）14 28

温泉津 ₉ 22

湯里・井田 ₂ 16

福波 ₆ 28

仁万 ₇ 21

天河内・馬路 10 24

宅野・大国 ₃ 17

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　５日・19日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

２月不燃ごみの収集日

〈広告〉

　教育委員会では、２月を「おおだ教育月間」とし、大田市の魅力ある教育
の取り組みをより広く発信していきます。
　この期間には、就学前から高校までの子育てや教育に関わる取り組みを紹
介する映像を配信します。ぜひ、ご覧ください。

◇主な配信内容
・幼児教育施設、小・中学校、高等学校、

出雲養護学校分教室の特色ある教育活動
・作文コンクール最優秀賞の朗読、今年度

活躍した子どもたちの表彰
・山村留学センターや給食センターの取り

組み紹介、あすなろ教室の紹介

ぎんざんテレビ放送
　２月１日㈬～２月25日㈯

市公式YouTubeチャンネル配信
　２月28日㈫スタート

10：10～　学力育成に関わる取り組み紹介
　　　　　「未来を創る　おおだの子どもたち」
10：50～　おおだ教育未来講演会「心に残る学びと教え」
　　　　　講師　脚本家　佐藤　万里さん

【講演会参加申込】
ぜひ、事前にお申込みください

　大田市の市民ミュージカルをはじめ、20年来、ジュ
ニアミュージカル風花の脚本を地元の物語を題材に
執筆。大田市の大ファンで、日本遺産登録にも尽力

₉：30～12：10　展示・体験コーナー
・人権ポスター・標語コンクール優秀賞受賞作品
・出雲養護学校大田分教室の活動　　
・出雲養護学校邇摩分教室の活動
・大田幼稚園は“わくわく”がいっぱい
・土器の模様いろいろ　　・石見銀山ＶＲ体験
・作ってみよう学校給食（レシピ配布）
・子どもたちと生産者をつなぐエール便
・子どもに人気のおやつ集（レシピ配布）
　放送スケジュールは「ぎんざんテレビ」番組表を、また、おおだ教育フェ
スタについては、市ホームページやチラシなどでご確認ください。

問学校教育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8179）

２月は おおだ教育月間
テーマ 「知る・考える・つながる」

おおだ教育フェスタ １月28日㈯₉：30～12：10／あすてらす
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２月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　１月27日㈮、30日㈪、31日㈫
　₂月10日㈮、24日㈮、27日㈪、28日㈫
★休日納付・相談窓口（10時～14時）

₂月19日㈰
問収納管理室（☎0854 - 83 - 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 １月31日 ₂月28日

固 定 資 産 税 ― ₄期

市　　県　　民　　税 ₄期 ―

国 民 健 康 保 険 料 ₇期 ₈期

後期高齢者医療保険料 ₇期 ₈期

税・保険料

石見法律相談センター相談会（要予約）

17日㈮　10時～16時　 おおだふれあい会館
申・問石見法律相談センター（☎0855 - 22 - 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 - 84 - 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相   談

14日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

₃日・10日・17日・
24日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 - 82 - 0091）

こころの健康相談（要予約）

14日㈫　13時30分～15時30分 県央保健所
申・問県央保健所健康増進課（☎0854 - 84 - 9823）

移動ナースバンク

22日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 - 27 - 8510）

福祉職場相談会

22日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 - 24 - 9340）

若者就労相談

10日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 - 31 - 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

10日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 - 2940 - 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）

₇日㈫　10時～15時 市役所４階大講堂

24日㈮　10時～15時 市役所４階小講堂
申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 - 24 - 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 - 83 - 8154）

交通事故相談

₇日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室

問危機管理課（☎0854 - 83 - 8009）
相談日以外の相談は島根県交通事故相談所（松江市）

（☎0852 - 22 - 5102）

人権相談

₃日㈮　₉時～12時 おおだふれあい会館

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

行政相談

₃日㈮　₉時～12時 市役所３階第２会議室

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）
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　式典に先立ち、３年ぶりにアトラクションをおこない、
ジュニアミュージカル風花がミュージカル「どぶの主」
を披露。人生の節目を迎えた二十歳のつどいに花を添え
ました。
　式典には、268人が出席。市長は「大田市は、世界遺
産や日本遺産など豊かな自然や素晴らしい遺産を数多く
有している。次世代へと伝え、より魅力ある大田市にし
ていくことが市民の使命。そこには若い世代の力が不可
欠であり、ぜひとも皆さんの活気あふれるパワーと柔軟
な発想力で、これからの大田市を盛り上げてほしい」と
あいさつしました。また、７年前に大田市にＩターンし
た坪内友

とも

紀
のり

さん（島根大田青年会議所）が「大田市に移
住後、さまざまな地域で活躍し、幸せそうに暮らす大人
にたくさん出会った。その出会いが、私にとっての『幸
せの軸』になるかもしれないと感じている。大田市には
おもしろい大人がたくさんいる。まず、そのような足元
にある宝を探してみてもよいのではないか」と呼びかけ
ました。
　そして、二十歳を代表し、田口大

は る ま

真さん（仁摩町）が
記念品を市長から受け取りました。また、橋口祥

さき

也
や

さん

名称新たに

二十歳のつどい
１月４日、令和５年「大田市二

は た ち

十歳のつどい」を大田市民会館で開催しました。

　始めに、空手教室で礼や正座の作法を教わりました。
そして、「突き」や「蹴り」などの基本動作をわかりや
すく教えてもらい、元気よく「えい！えい！」と声を出
しながら繰り返し、その姿もだんだんと様になってきま
した。また、拳で新聞紙を破ることにも挑戦。夢中になっ
て基本動作が崩れてしまいましたが、新聞紙に穴が開く
と歓声をあげて喜んでいました。
　続いて、荒賀さんは「夢をもち、夢に向かって行動す
ること」、「夢を叶えた後のことを考えること」を自身が

（久利町）が「私たち若い世
代が故郷大田の良き伝統を継
承し、今まで自分が支えても
らった分、少しでも大田市に
貢献できるよう、努力してい
きたい」、澁野咲

さく

楽
ら

さん（長
久町）が「この地は私の『人
となり』を形成してくれた大
事な場所。大田市のためにも、自分の
利益に走らず多くの人に貢献できる大
人になることが私なりの恩返し」と
二十歳の決意表明をおこないました。
　民法の改正に伴い、令和４年４月１
日から成年年齢が18歳に引き下げら
れました。市では、成人式の名称を

「二十歳のつどい」と改称し、これま
でと同じく、当該年度中に20歳に達す
る人を対象として、毎年１月４日に式
典を開催することとしています。

問社会教育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8125）

空手を通して取り組んだり、経験したりしたことを交え、
児童に語りかけました。児童の１人は「自分も夢をかな

えられるよう頑張りたい」と感想
を語りました。
　最後に、荒賀さんが東京オリン
ピックで獲得した銅メダルを触ら
せてもらいました。児童はメダル
をじっと見つめ、感激した様子で
した。

　島根県は、令和12（2030）年に島根県で開催予
定の国民スポーツ大会に向けて、ジュニア層の競
技力向上と各競技の普及・啓発を図るため、トッ
プアスリートを小学校などに派遣しています。
　大田市では空手・弓道・銃剣道が開催される予
定で、11月22日、池田小学校に東京オリンピック
空手男子・組手・75㎏超級の銅メダリストである
荒賀龍太郎さんが訪問しました。

【荒賀龍太郎】高校３年間８冠無敗、世界選手権
代表に選出／国民体育大会７連覇／全日本選手
権５度優勝（史上最年少19歳で優勝）／東京オ
リンピック2020銅／世界空手道選手権大会2016金
2012・2014銀／アジア大会2014金・2018金

夢に向かって行動しよう
東京五輪銅メダリスト荒賀さん　池田小を訪問

田口さん

橋口さん

澁野さん


